
人文学部の歴史・文化コースの学生が深く関わる常陸太田市の指定文化財『集中曝
ばく

涼
りょう

』が

10 月19日（土）、20 日（日）の両日催されます。 

・文化財の曝涼、いわゆる虫干しの意義などについて高橋修教授に解説をいただきました。 

常陸太田市の指定文化財集中曝涼 

曝涼とは、「虫干し」のことです。我々の先祖は一年に一回、仏像・仏画等の美術品や古 

文書などの文化財を陰干しすることで、カビや害虫から守ってきたのです。そしてこうし 

た機会に、地域の人々は、自分たちの宝を自分たちの目で確かめて、郷土に対する愛情を育 

んできました。そうした意味で、曝涼は、文化財保護の原点ともいえる取り組みです。 

こうした昔ながらの方法で、文化財の保護と公開に取り組もうとする試みが、常陸太 

田市で毎年10 月に行われています。その趣旨に賛同した本学人文学部の歴史・文化遺産 

コースの学生が、ボランティアで虫干しや拝観者の「おもてなし」に協力しています。 

10 月19 日、20 日の両日、ぜひ皆さんも足を運んでみてください。地域の皆さんととも 

に文化財に接して、温かい気持ちになれますよ。 

 


